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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 1 1 3 2 2 3 1 1 2 2 0 0 0
2 * 1 4 2 7 3 6 1 1 3 4 5 8 0 1
13 * 0 2 5 9 1 2 2 4 4 8 0 0 2 0
17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 * 2 7 2 7 4 4 1 2 5 7 5 2 0 0
25 * 5 12 2 6 4 5 4 1 6 7 2 2 0 0
27 0 0 0 0 1 0 0 1 1 2 3 0 1 0 0
32 * 0 0 2 5 0 0 4 3 2 5 1 0 0 0
34 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
39 0 1 1 2 3 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0
50 0 0 0 1 1 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0
56 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
9 27 18 43 16 22 17 13 24 37 15 13 2 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
6 * 0 0 4 10 2 2 1 3 4 7 3 4 0 1
14 0 0 0 3 6 2 3 2 3 4 7 1 1 1 0
15 * 0 4 2 3 0 0 5 1 0 1 0 0 0 1
17 0 0 0 0 2 1 6 0 0 0 0 0 0 0 0
24 * 0 0 7 18 4 9 3 3 11 14 0 1 4 0
56 * 1 7 3 10 0 0 1 0 1 1 3 2 1 0
75 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
91 * 2 3 3 6 2 3 5 3 3 6 2 3 2 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
3 15 22 55 11 23 20 14 25 39 10 11 8 2
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戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦最終日第3試合、甲南大学対大阪大学は勝てば入れ替え戦に出場できると
いう大一番となった。序盤、甲南大は#13武田を中心に中外とバランスよくオフェンスを組み立てていく。対する大阪
大は#24冠野を軸として#15藤本、#91太田の外角シュートで対抗する。甲南大の個人技に対して大阪大はじわじわ
と離されてしまうが、第2ピリオド残り4分#24冠野、#56前北の連続ポイントで一気に追いつく。するとすかさず甲南大
#25田中が3Pシュートを沈め、主導権を渡さない。拮抗した時間が続くが甲南大の5点リードで前半を終える。後半、
大阪大なかなかディフェンスリバウンドが取れない時間帯が続き、10点の差がついてしまう。そこで甲南大#24藤井
が4点プレイを見せる。このまま離れていくかと思われたが大阪大#14長谷がすかさずバスケットカウントを決め返す。
第3ピリオド残り2分甲南大#25田中が3Pシュートを決めれば、大阪大#56前北も決め、甲南大#34須藤が3Pシュート
を決めれば、大阪大#91太田が決め返し、意地と意地がぶつかり合う。第4ピリオド10点差をひっくり返すために大阪
大は前からプレッシャーをかけ得点に繋げるが甲南大も#39荒屋が気迫のこもった3Pシュートを見せ、確率良い
シュートを終始打ち続けた甲南大学が79‐64で勝利した。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、先手を取ったのは大阪大。#91太田のランニングプレイで先取点を奪う。即座に甲南大#2岩崎がバス
ケットカウントでかえす。大阪大は甲南大の厳しいディフェンスに攻めあぐね、イージーなミスをしてしまうなか、甲南
大はそのチャンスにミドルシュートを軸に着々と得点を重ねていき、25－17、甲南大リードで第1ピリオドを終える。
【第2ピリオド】
第2ピリオドに入ると、大阪大は甲南大の攻撃を完全には止めきれないものの、#24冠野を中心に徐々に点をつめて
いく。徐々に流れは大阪大に傾き、4点差に詰め寄った段階でたまらず甲南大はタイムアウト。しかしその後、大阪
大はついいに#91太田のアシストから#56前北のシュートで同点に追いつく。このまま大阪大の流れかと思われた
が、甲南大#25田中が良いところで3Pシュートを決め、逆に大阪大はフリースローを獲得するも決めきれず、41－36
甲南大リードのまま前半を終える。
【第3ピリオド】
第3ピリオド、開始約2分間両チーム無得点の時間が続く。試合を動かしたのは甲南大、素早い切り替えからの速攻
で得点すると、#24藤井がフリースロー3ショットを確実に決めると、さらに3Pシュートを沈め、加えてその後4点プレイ
を成功させる大活躍を見せる。しかしその直後に大阪大＃14長谷がバスケットカウントを成功させ、何とか喰らいつく
展開に。そこからはお互い譲らずシーソーゲームになるものの、中盤の点差が響き、63‐53甲南大リードで第3ピリオ
ドを終える。
【第4ピリオド】
第4ピリオド、甲南大は#25田中の3Pシュートなどで突き放しにかかるが、大阪大も#24冠野が攻守の要となり喰らい
つくものの、なかなか点差は縮まらず、残り3分で大阪大学がタイムアウト。しかしその直後、甲南大#39荒屋が3P
シュートを沈め、15点差に。大阪大も#91太田が気迫のディフェンスを見せるもののシュートはリングに嫌われ、79‐
64で甲南大学が1部リーグとの入れ替え戦への切符を手にした。
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